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2021/12/29 公開 

ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）   ◆終末預言シリーズ（前兆編）◆ 

＃23「艱難時代前にある 12 番目のサイン―暗黒現象」  

 

東住吉キリスト集会  高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。このシリーズでは、艱難時代に入る前に必ず起こる前兆について解説し

て来ました。前兆は全部で 14 あって、そのうち10 は時代順番に並べることができます。 

残りの 4つは、どのタイミングで起こるのかは伏せられてるんですね。 

その 4 つのしるしの中で最大のしるしは携挙だと思います。それについては解説しました。 

 

これからは、どのタイミングで起こるのかが伏せられている、残り 3つの前兆についてお話しましょう。 

今日紹介するのは、全地を暗闇が覆うというしるしです。 

 

聖書を見ると、教会が携挙されてから艱難時代が終わるまでの 7年間に、全地は5 回暗闇に襲われます。 

そのうち 4 回は 7 年間の艱難時代に起こります。残り1 回は艱難時代に突入する前に起こるのです。 

 

暗黒が来るというのは、太陽・月・星からの光が地球上に届かなくなる。 

何かに遮断されて、地球上がその光を受けることができなくなるという現象を言っているのですね。 

そのようなことは、歴史上 2回起こっています。1 つは出エジプト記の時。 

もう 1 つは、イエス･キリストが十字架に掛けられた 12時から 3時までの間。十字架に付けられたのは

9 時ですが、お昼の 12時から午後3 時までの3 時間、全地が暗闇になったと書いてあります。 

 

これから起こる 5 回の暗黒の第 1 回目は艱難時代の前に起こります。というのは、聖書にこう書いてあ

るからです。 

ヨエル書 2 章 31 節 主の大いなる恐るべき日（艱難時代）が来る前に、太陽は闇に、月は血に変わる。 

艱難時代が来る前に、太陽は闇に、月は血に変わって、地球に光が届かなくなる。 

 

ここでは、地球全体が暗黒に包まれる期間はどれくらいなのかは語られてません。 

数分で終わるのか、数日間続くのか書いてません。しかし、全地は闇で覆われると言うのです。 

 

全地は闇で覆われるとは、どんな意味を持っているんでしょう？ 何を意図して、こんなしるしが行われ

るのでしょう？ 私は 3 つほど考えられると思います。 

 

■地球に住む全員が異変に気付くため 

どこかの国の一地方の不思議な現象なら、そこ以外の人々は知ることができないし、それが知らされて

もスルーされますね。しかし、地球に住む人が 1人の例外もなく誰もが異変に気付き、不安を覚え、「な

ぜこんな事が起こるんだろう。」皆いぶかしく思うに違いありません。 

 

しかし、この旧約聖書の預言を知っている人たちは、「あぁ、これは艱難時代の前ぶれなのだ」と隣人た

ちに宣べ伝えるのではないでしょうか。これから起ころうとすることに準備させるために。 

そして、既に聖書預言を知っている人たちは、そこから神の警告を読み取り、悔い改めを呼びかけるに違

いありません。そのためのしるしなのです。 
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■暗闇は終わりを告げる 

暗闇は、終わりの始まりを告げるしるしとして聖書に登場します。 

今から 3500年ほど前、ユダヤ人たちはエジプトで奴隷としてこき使われていました。 

イスラエルの神は奴隷状態のユダヤ人たちをエジプトから解放するために、モーセという指導者を派遣

します。しかし、エジプト王ファラオは、全力を尽くしてユダヤ人が出て行こうとするのを阻止します。 

邪魔します。うんと言わないんですね。その頑固なファラオに対して、神は 10 個の災いを下すんです。 

 

10 番目の災いが一番厳しい災いです。エジプト中の初子（ういご）、上は王様ファラオから下は奴隷の長

子、家畜の長子に至るまで、全ての長子が打たれて死んでしまうんですね。 

この奇跡があった時、エジプトに泣かない家は無かったとあります。全ての家に死者があったからです。 

この恐るべき裁き・災い。これが10 番目、最後に来る裁きなんですね。 

 

この 1 個前、9番目の裁きは何でしょう？ エジプト全土が3 日間 暗闇に覆われてしまい、「暗闇に触れ

るほどであった」と聖書に書いてあるんです。つまり、暗闇は最大の裁きの前触れの意味があるのです。 

全地の暗闇は恐るべき裁きの合図です。 

エジプト時代、出エジプトの前に9 番目の暗闇のしるしの後で10 番目のしるしがあったように、艱難時

代が来る前に、そこから逃れる道に人々を導くように、暗闇のしるしが与えられると思います。 

 

■人々の心を本物の神/真の神に立ち返らせる 

実は、艱難時代の奇跡は出エジプト記の奇跡と非常によく似ているんですね。 

エジプトは多神教の国で29の神々がいました。日本は八百万（やおよろず）ですからねぇ。29 でも多い

と思いますが。 

 

29 のうち 6 人は太陽神です。3日間の暗闇がエジプト中を襲った時、おそらくエジプト人は太陽神を拝

み倒したでしょう。「太陽を司っている神よ、どうぞ光を与えてください。どうぞ暗闇を追っ払ってくだ

さい」と叫びまくり、祈りまくったに違いありません。しかし、宗教行事にどんなに熱心に取り組んだと

しても、全く効果がなかったのです。 

 

日本は八百万の神々が祀られていますが、古事記を見ると、イザナキ（伊邪那岐）が黄泉（よみ）の国か

ら帰って来て禊（みそぎ）をした時、3 人の神様を生むんですね。 

左目から生まれたのがアマテラスオオミカミ（天照大神）/太陽神。何と言っても、神々のボスは太陽神

のアマテラスオオミカミですよ。右目から生まれたのがツクヨミノミコト（月読命）/月の神様。 

鼻から生まれたのがスサノオノミコト（須佐之男命）/大海原/海の神様です。 

 

日本人は何に対して恐れを感じたのか。自然界です。何に対して畏敬の念を持ったのか。太陽と月と海。 

自然界を神として拝んだということが言えると思います。 

これは日本人だけではなく、世界中の土着の宗教は ほとんど太陽を拝みますね。だから礼拝所は東。 

東向いて拝む。お天道様（おてんとさま）を拝むんです。 

 

ところで、イスラエルの神殿は西向きに建てられてますね。西に向かって拝む。 

どういうことですか？ 東に向かってお尻を向ける。つまり、太陽を拝まない。 

自然界を拝むのではなく、自然界を造られた作者こそ、人々が真に礼拝を献げるべきお方である。 

 

暗闇の時に、どんなに太陽神を拝んでも無駄だという期間を過ごして、真の神に目を向けさせようとし

ている。その意図があるのではないかなと考えます。 
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さて、艱難時代に突入する前に 14の前兆があります。今まで12 の前兆について説明しました。 

残り 2 つですね。このチャンネルで続けて紹介していきますので、よろしければ、またお聞きになって

ください。 

 

チャンネル登録もお願いします。では皆さん、お元気でいらしてください。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


